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今
後
の
医
療
保
険
関
連
の
改
革
に
つ
い
て

　

医
療
保
険
関
連
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

６
月
に
傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
の
通
算
化
、
任

意
継
続
被
保
険
者
制
度
の
見
直
し
、
後
期
高
齢
者

の
医
療
費
の
２
割
負
担
の
導
入
等
を
柱
と
し
た
健

康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
法
が
成
立
・
公
布
さ
れ
、

す
で
に
今
年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
る

が
、
こ
の
改
正
で
最
も
注
目
す
る
後
期
高
齢
者
の

医
療
費
の
２
割
負
担
に
つ
い
て
は
、
今
年
10
月
に

施
行
さ
れ
る
。

　

こ
の
改
正
は
、
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
や
医
療

保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に
向
け
て
の
第

一
歩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
現
役
世

代
の
負
担
軽
減
効
果
は
一
人
当
た
り
年
８
０
０
円

程
度
と
見
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
役
世

代
の
負
担
軽
減
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
更
な

る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
法

が
、
国
会
で
の
採
決
の
際
に
採
択
さ
れ
た
附
帯
決

議
（
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
）
を
も
と
に
、
全

世
代
型
の
医
療
保
険
制
度
に
向
け
て
の
本
格
的
な

議
論
が
始
ま
る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

　

ま
ず
、
そ
の
附
帯
決
議
の
中
で
注
目
す
る
の
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
以
降
、
高
齢
者

世
代
と
現
役
世
代
の
人
口
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変

化
し
、
制
度
の
支
え
手
で
あ
る
現
役
世
代
に
対
す

る
負
担
が
加
速
度
的
に
増
し
て
い
る
こ
と
や
、
現

役
並
み
所
得
の
後
期
高
齢
者
に
係
る
医
療
給
付
費

に
つ
い
て
公
費
負
担
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
現
役
世

代
に
対
す
る
過
重
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等

を
踏
ま
え
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
財

源
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

現
役
並
み
所
得
の
後
期
高
齢
者
に
係
る
医
療
給

付
費
に
対
し
て
の
公
費
負
担
を
早
急
に
実
現
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
役
並
み
所
得
者
の
水

準
見
直
し
も
併
せ
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
附
帯
決
議
で
は
、「
二
〇
二
二
年
以
降

後
期
高
齢
者
が
急
増
す
る
中
、
現
役
世
代
の
負
担

上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持

に
向
け
た
持
続
可
能
な
全
世
代
型
の
医
療
保
険
制

度
を
構
築
す
る
た
め
、
保
険
料
賦
課
限
度
額
の
引

上
げ
な
ど
能
力
に
応
じ
た
負
担
の
在
り
方
、
保
険

給
付
の
在
り
方
、
医
療
費
財
源
に
お
け
る
保
険
料
、

公
費
、
自
己
負
担
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
、
税
制
も
含
め
た
総
合
的
な
議
論
に

着
手
し
、
必
要
な
法
整
備
等
を
講
ず
る
こ
と
。」
と

な
っ
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
を
根
本
的
に
見
直

し
、
現
役
世
代
に
過
度
に
依
存
し
た
現
行
の
制
度

を
見
直
す
と
と
も
に
、
現
役
世
代
の
保
険
料
に
よ

る
財
源
だ
け
で
な
く
、
税
制
を
含
め
た
全
体
の
財

源
確
保
を
主
題
と
し
た
総
合
的
議
論
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

健
康
保
険
組
合
に
お
い
て
も
、
２
０
２
２
年
度

予
算
早
期
集
計
に
よ
る
と
、
高
齢
者
医
療
へ
の
拠

出
金
（
以
下
、
高
齢
者
拠
出
金
と
い
う
）
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
時
的
か
つ
異
例
の
減
少
が
あ
っ

た
も
の
の
、
今
後
は
団
塊
世
代
の
75
歳
到
達
に
よ

り
増
加
す
る
局
面
を
迎
え
、
急
激
な
財
政
悪
化
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
拠
出
金
の
対
前
年
度

増
加
額
は
、
２
０
２
３
年
度
は
２
６
０
０
億
円
、

２
０
２
４
年
度
は
１
０
０
０
億
円
と
試
算
さ
れ
て

お
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
団
塊
世
代
の
後
期
高
齢
者
入
り
に
よ
り
、

高
齢
者
拠
出
金
が
義
務
的
経
費
の
50
％
以
上
を
占

め
る
組
合
は
更
に
増
加
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

後
期
高
齢
者
保
険
料
負
担
の
見
直
し
、
現
役
並
み

所
得
者
の
対
象
拡
大
と
公
費
投
入
、
拠
出
金
負
担

の
上
限
設
定
、
不
合
理
な
調
整
方
法
の
見
直
し
等
、

更
な
る
制
度
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
第
９
期
（
２
０
２
４
～
２
０

２
６
年
度
）
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
に
お

け
る
利
用
者
負
担
２
割
、
３
割
の
見
直
し
等
の
制

度
改
革
や
、
２
０
２
４
年
度
に
向
け
た
、
都
道
府

県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
見
直
し
等
の
医
療
費
適

正
化
計
画
の
強
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
導
入
の
義
務
化
に
伴
う
２
０
２
４
年
度
か
ら

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用
に
よ
る
保
険
証
発

行
の
選
択
制
導
入
等
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た

い
。

　

今
年
６
月
に
は
「
骨
太
方
針
２
０
２
２
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
年
末
に
か
け
て
全
世
代
型
社
会
保

障
構
築
会
議
等
の
議
論
も
本
格
化
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
前
述
の
改
正
健
保
法
の
附
帯
決
議
の
実

現
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
が
主
張
す
る
医
療
保
険

制
度
の
抜
本
改
革
に
つ
な
が
る
よ
う
、
大
い
に
期

待
し
た
い
。
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Ⅰ�　
重
点
要
望
事
項
・

新
規
要
望
事
項

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
が
見
え
な
い
中
、
企
業
業
績
の
悪
化

に
よ
り
、
標
準
報
酬
や
賞
与
の
減
少
、

保
険
料
の
納
付
猶
予
な
ど
か
ら
保
険
料

収
入
の
大
幅
減
収
が
想
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
組
合
財
政
の
危
機
的
状
況
を
打

開
し
、
健
全
な
医
療
保
険
制
度
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
国
に
よ
る
強
力
な
財

政
支
援
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
公
費
拡
充
の

た
め
の
安
定
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
医
療
の
負
担
構
造
の
見
直

し
、
国
民
所
得
の
伸
び
を
上
回
っ
て
増

え
続
け
る
国
民
医
療
費
の
抑
制
策
等
も

含
め
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
確

立
の
た
め
の
更
な
る
見
直
し
を
早
急
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

　
（
継
続
）

３
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

①　

増
え
続
け
る
膨
大
な
医
療
費
の
軽
減

と
世
代
間
の
公
平
な
負
担
を
図
る
た
め
、

る
こ
と
。　�

〈
修
正
〉

⑤　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
支
援
金
を
前
期
高
齢
者
納
付
金
等

に
よ
り
財
政
調
整
対
象
と
す
る
こ
と
は

制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
お
り
、
速
や
か

に
廃
止
す
る
な
ど
、
前
期
高
齢
者
の
費

用
負
担
構
造
の
見
直
し
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。

⑥　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
64
歳
以
下
の
医
療
費
に
使
わ

れ
て
い
る
の
で
、
交
付
に
当
た
っ
て
は

医
療
費
適
正
化
の
実
施
状
況
、
納
付
率

を
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
現
役
世
代
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
る
制
度
を
構

築
す
る
こ
と
。�

〈
修
正
〉

４
．
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
附
帯
決
議
に
あ
る
よ
う
に
、
法

律
改
正
に
併
せ
て
被
扶
養
者
認
定
基
準

全
般
に
つ
い
て
明
確
化
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

ま
た
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

①　

適
用
拡
大
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
扶

養
者
の
方
が
、
適
用
拡
大
の
対
象
と
な

る
被
保
険
者
よ
り
収
入
が
多
く
な
る
こ

と
が
あ
り
、
整
合
性
が
な
く
な
る
こ
と

前
期
高
齢
者
、
後
期
高
齢
者
の
自
己
負

担
割
合
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

　

前
期
高
齢
者
…
全
体
を
３
割
負
担
（
住

民
税
非
課
税
者
２
割
負
担
）

　

後
期
高
齢
者
…
２
割
負
担
対
象
者
を
拡

大
し
、
将
来
的
に
は
３
割
負
担
（
住
民

税
非
課
税
者
１
割
負
担
）

②　

納
付
金
等
が
過
大
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
高
齢
者
支
援
金
等

負
担
助
成
事
業
を
継
続
し
、
交
付
基
準

の
緩
和
及
び
国
庫
補
助
金
の
増
額
に
向

け
、
新
た
な
規
定
等
を
設
け
る
な
ど
制

度
化
を
図
る
こ
と
。

③　

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
算
定
に
当
た

っ
て
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
前
期
高

齢
者
給
付
費
の
上
限
の
ほ
か
に
、
前
期

高
齢
者
個
人
の
診
療
報
酬
明
細
書
１
件

当
た
り
の
上
限
額
を
設
定
す
る
こ
と
。

　
　

な
お
、
上
限
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
、
公
費
負
担
と
す
る
こ
と
。

④　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
現
役
並
み

の
所
得
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給

付
へ
の
公
費
投
入
を
行
う
こ
と
。
あ
る

い
は
、
能
力
に
応
じ
た
負
担
の
あ
り
方

等
を
踏
ま
え
、
後
期
高
齢
者
の
現
役
並

み
所
得
者
に
係
る
保
険
料
を
引
き
上
げ

令
和
５
年
度　

健
康
保
険
組
合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項

�

全
国
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会

　全国総合健康保険組合協議会は６月３０日、「令和５年度健康保険組合予算編成に関する要

望事項」を厚生労働省保険局保険課に提出した。今秋にも、同省保険課と意見交換会の中で回

答を受ける予定としている。要望事項の全文は以下のとおり。

厚生労働省へ要望事項を提出

••••••••••••••••••••••••••••••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
••••••••••••••••••••••••••••••••••
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か
ら
、「
年
間
１
３
０
万
円
」
を
「
年
収

１
０
６
万
円
」
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。

②　

収
入
が
あ
る
者
の
被
扶
養
者
認
定
基

準
（
60
歳
以
上
及
び
障
害
厚
生
年
金
該

当
程
度
の
障
害
者
は
１
８
０
万
円
未

満
）
に
つ
い
て
、
年
齢
に
よ
る
画
一
的

な
捉
え
方
を
見
直
し
、
60
歳
の
年
齢
基

準
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

③　

収
入
が
あ
る
者
の
被
扶
養
者
認
定
に

お
け
る
「
自
営
業
者
」
の
収
入
に
つ
い

て
、
自
営
業
者
以
外
の
被
扶
養
者
と
同

様
に
、
総
収
入
を
も
っ
て
判
断
で
き
る

よ
う
、
関
連
通
知
を
廃
止
し
て
い
た
だ

く
か
、
具
体
的
な
取
扱
い
基
準
を
示
す

こ
と
。

５
．
同
一
期
間
中
の
傷
病
手
当
金
と
育

児
・
介
護
休
業
給
付
金
の
給
付
調
整
に

つ
い
て
、
昨
年
の
回
答
で
は
、「
給
付
の

目
的
が
異
な
る
た
め
、
併
給
調
整
を
行

う
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
33
年
７
月

８
日
付
保
険
課
長
通
知
で
は
、「
傷
病

手
当
金
及
び
労
災
保
険
法
に
規
定
す
る

休
業
補
償
費
は
、
当
該
労
働
者
の
生
活

保
障
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
点
で

は
、
そ
の
法
的
機
能
を
全
く
同
じ
く
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
傷
病
手
当
金
は

支
給
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
同
一
期

間
中
の
傷
病
手
当
金
と
雇
用
保
険
の
育

児
・
介
護
休
業
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
も
休
業
中
の
所
得
補
償
が
目
的

で
あ
り
、
重
複
し
て
所
得
補
償
す
る
必

要
は
な
い
の
で
、
給
付
調
整
を
行
う
よ

う
法
改
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

６
．
傷
病
手
当
金
と
障
害
年
金
の
給
付
調

整
に
つ
い
て
、
昨
年
の
回
答
で
は
、「
同

一
の
保
険
事
故
に
基
づ
く
社
会
保
障
給

付
の
重
複
の
排
除
の
観
点
か
ら
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
別
の
疾
病
の
場
合

に
も
併
給
調
整
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
障
害
年
金
を
受
け
な
が
ら
働
く
方

が
い
る
こ
と
等
も
考
慮
し
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、

昭
和
33
年
７
月
８
日
付
保
険
課
長
通
知

で
は
、「
傷
病
手
当
金
及
び
労
災
保
険

法
に
規
定
す
る
休
業
補
償
費
は
、
当
該

労
働
者
の
生
活
保
障
を
図
る
た
め
に
支

給
さ
れ
る
点
で
は
、
そ
の
法
的
機
能
を

全
く
同
じ
く
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、

傷
病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
な
い
も
の
と

解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
傷
病
手
当
金
と
障
害
年
金
に
つ

い
て
は
、
ど
ち
ら
も
所
得
補
償
が
目
的

で
あ
り
、
重
複
し
て
所
得
補
償
す
る
必

要
は
な
い
の
で
、
障
害
年
金
の
疾
病
に

関
わ
ら
ず
、
給
付
調
整
を
行
う
よ
う
法

改
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

７
．
喪
失
等
の
遡
及
処
理
に
よ
り
発
生
す

る
保
険
料
の
還
付
は
、
保
険
者
が
減
額

更
正
し
た
日
を
も
っ
て
事
業
主
に
対
す

る
保
険
料
還
付
請
求
権
が
発
生
し
ま
す

が
、
一
方
、
遡
及
喪
失
年
月
日
に
つ
い

て
は
、
期
間
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

国
民
健
康
保
険
法
、
介
護
保
険
法
な

ど
は
、
権
利
義
務
を
確
定
さ
せ
る
と
い

う
趣
旨
で
「
賦
課
決
定
の
期
間
制
限

（
２
年
）」
の
規
定
を
追
加
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
同
様
の
規
定
を
健
康
保
険
法

に
定
め
て
い
た
だ
き
、
遡
及
で
き
る
期

間
の
制
限
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

８
．
傷
病
手
当
金
の
支
給
日
額
が
、
支
給

開
始
日
の
属
す
る
月
以
前
の
継
続
し
た

12
か
月
の
標
準
報
酬
月
額
を
基
に
算
定

す
る
よ
う
見
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
定
年
後
再
雇
用
者
な
ど
は
現

状
の
報
酬
、
日
額
と
大
き
な
差
が
生
じ

て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
大

き
な
差
が
生
じ
な
い
日
額
の
決
め
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

９
．「
健
康
保
険
組
合
の
令
和
４
年
度
予

算
編
成
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
『
６
．

保
険
給
付
の
適
正
化
の
取
組
』
の
中
で

医
療
費
通
知
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
の
医
療
費
通
知
情
報
の
活
用
を

促
す
等
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
健
康
保
険
組
合
事

業
運
営
指
針
第
５

－

①
、
昭
和
60
年
４

月
30
日
付
保
文
発
第
２
７
４
号
及
び
昭

和
61
年
６
月
６
日
付
保
険
発
第
57
号
に

基
づ
き
、
健
保
組
合
が
実
施
し
て
い
る

「
医
療
費
通
知
」
の
あ
り
方
を
含
め
た

通
知
等
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。（
新
規
）

10
．
傷
病
手
当
金
に
関
す
る
情
報
照
会
項

目
に
つ
い
て
、
中
間
サ
ー
バ
ー
の
情
報

照
会
の
事
務
手
続
「
健
康
保
険
組
合
被

保
険
者
の
傷
病
手
当
金
の
支
給
決
定
」

（特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア

ウ
ト

：Ｍ
00000000000031/管

理
番

号

：2-409

）
の
情
報
提
供
項
目
に
以
下

を
追
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

・
傷
病
名

　

・
支
給
残
日
数

　

・�

被
保
険
者
区
分
（
強
制
被
保
険
者
or

任
意
継
続
被
保
険
者
or
特
例
退
職
被

保
険
者
）�

（
新
規
）

11
．
実
質
保
険
料
率
が
協
会
け
ん
ぽ
の
収

支
均
衡
保
険
料
率
を
上
回
っ
た
場
合
、

少
な
く
と
も
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
に

つ
い
て
は
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み
の
国
庫

補
助
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

12
．
保
険
者
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
介
護

保
険
制
度
の
徴
収
事
務
は
国
の
事
務
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
前
記
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

①　

介
護
納
付
金
の
全
面
総
報
酬
割
へ
の
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移
行
に
よ
り
、
異
な
る
被
用
者
保
険
の

間
で
あ
っ
て
も
、
特
定
被
保
険
者
制
度

採
用
の
有
無
を
除
け
ば
、
同
一
の
報
酬

に
対
す
る
保
険
料
負
担
（
料
率
）
の
差

は
な
く
な
る
制
度
設
計
で
あ
っ
た
が
、

導
入
後
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

各
医
療
保
険
者
は
介
護
保
険
の
保
険

者
で
は
な
い
た
め
、
国
が
財
政
調
整
に

必
要
な
全
国
一
律
の
保
険
料
率
を
設
定

す
る
よ
う
見
直
す
こ
と
。�
〈
新
規
〉

②　

第
２
号
被
保
険
者
の
減
少
等
に
よ
り
、

毎
月
の
介
護
納
付
金
に
大
幅
な
不
足
が

生
ず
る
場
合
に
は
、
年
度
内
に
減
額
調

整
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

13
．
後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
も
利
用
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
公
平
な
負
担
の
あ
り
方

や
そ
の
徴
収
方
法
も
含
め
て
、
抜
本
的

に
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
若
い
世
代
の
負
担
に
配
慮
し
、
制

度
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
、
更
な
る

見
直
し
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

14
．
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
加
算
減
算
制

度
を
廃
止
し
、
新
た
に
、
公
費
を
財
源

と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
創
設

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
間
は
、
総
合
健

保
組
合
の
目
標
実
施
率
に
つ
い
て
、
更

に
緩
和
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

15
．
特
定
健
診
実
施
後
か
ら
特
定
保
健
指

導
実
施
前
ま
で
に
保
険
医
療
機
関
を
受

診
し
、
慢
性
疾
患
管
理
料
等
を
算
定
さ

れ
た
者
は
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者

（
分
母
）
か
ら
除
外
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
新
規
）

16
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、

国
民
全
体
に
関
わ
る
制
度
で
あ
る
た
め
、

国
か
ら
「
周
知
・
広
報
」
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

17
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応
す
る

た
め
の
組
合
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経

費
等
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
の
対
象

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
運
営
維
持

経
費
等
に
つ
い
て
も
全
額
国
庫
負
担
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

18
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」
で
保
険
医

療
機
関
・
保
険
薬
局
に
導
入
を
原
則
と

し
て
義
務
付
け
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

法
制
化
に
向
け
て
早
急
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

19
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
け
る
資

格
重
複
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
、
新
規
に

被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
た
者
が
、
他

の
医
療
保
険
者
（
特
に
協
会
け
ん
ぽ
）

の
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
ま
ま
の

ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
　

法
第
３
条
第
７
項
の
被
扶
養
者
の
定

義
に
「
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

者
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
旨
を
追
加
す

る
な
ど
し
て
、
医
療
保
険
者
が
職
権
に

よ
り
資
格
重
複
を
解
消
で
き
る
よ
う
法

整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

20
．
社
会
保
障
と
税
の
共
通
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
な
い
中
で
運
営

費
等
を
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

中
間
サ
ー
バ
ー
等
に
係
る
必
要
経
費
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
経
費
、
そ
の
後
の

運
用
に
要
す
る
経
費
等
に
つ
い
て
、
全

額
国
の
負
担
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
、
機
器
設
備
の
購
入
、

デ
ー
タ
管
理
料
等
の
費
用
負
担
及
び
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
に
係
る
事
務
作
業

の
増
加
に
よ
る
人
的
負
担
に
対
し
て
、

相
応
の
国
庫
補
助
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。　�

（
継
続
）

21
．
社
会
保
障
と
税
の
共
通
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
応

な
ど
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
国
と
し
て

も
っ
と
積
極
的
に
広
報
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

22
．
社
会
保
障
と
税
の
共
通
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
の
届
出
に
つ
い
て
、「
努
力

義
務
」
で
は
な
く
「
義
務
」
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
し
な

い
者
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
住
基

ネ
ッ
ト
で
取
得
し
た
場
合
、
本
人
の
意

思
に
関
係
な
く
保
険
医
療
機
関
で
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
権
利
侵
害
等
に
あ
た
ら
な
い
の
か

ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

23
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
て
保
険
医

療
機
関
等
受
診
時
の
診
療
報
酬
（
初
診

料
及
び
再
診
料
）
の
加
算
は
、
カ
ー
ド

利
用
の
促
進
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
即
時
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

24
．
電
子
申
請
の
普
及
を
促
進
す
る
う
え

で
、
早
期
に
電
子
決
裁
・
電
子
文
書
保

存
等
の
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整
備
等
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な

考
え
方
、
工
程
等
を
早
期
に
示
す
と
と

も
に
、
シ
ス
テ
ム
環
境
整
備
に
当
た
っ

て
は
健
保
組
合
に
過
重
な
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

25
．
電
子
申
請
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
方
針

に
基
づ
き
、
早
急
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

に
よ
る
申
請
方
法
に
一
本
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、
日
本

年
金
機
構
の
届
書
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

健
保
組
合
申
請
用
機
能
を
付
加
し
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
届
出
を
可
能
に
す

る
な
ど
、
利
用
者
側
の
利
便
性
向
上
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）
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26
．
令
和
３
年
４
月
26
日
付
事
務
連
絡

「
健
康
保
険
組
合
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
、
健
保
組
合

の
特
性
を
考
慮
し
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も

配
慮
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
体
制
を
構
築
す

る
た
め
の
費
用
補
助
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�
（
継
続
・
修
正
）

27
．
特
定
健
診
を
保
険
者
か
ら
受
託
し
て

実
施
す
る
機
関
の
う
ち
、
健
診
に
特
化

し
た
機
関
（
健
診
セ
ン
タ
ー
等
）
に
つ

い
て
は
、
全
て
の
保
険
者
へ
の
特
定
健

診
情
報
の
報
告
を
国
が
定
め
る
Ｘ
Ｍ
Ｌ

形
式
と
す
る
こ
と
を
必
須
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

国
は
特
定
健
診
の
実
施
及
び
実
績
報

告
を
保
険
者
に
義
務
付
け
て
い
る
以
上
、

実
施
機
関
か
ら
保
険
者
へ
の
円
滑
な

デ
ー
タ
提
供
の
体
制
構
築
に
も
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

28
．
処
方
せ
ん
に
つ
い
て
「
リ
フ
ィ
ル
可
」

を
標
準
と
す
る
様
式
に
変
更
し
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
同
様
に
普
及
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
医
師
が
収
入

減
少
を
恐
れ
て
、
リ
フ
ィ
ル
不
可
と
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
医

師
会
等
に
対
し
て
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
を

推
し
進
め
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
新
規
）

29
．
レ
セ
プ
ト
に
保
険
証
枝
番
の
記
載
誤

り
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
正
確

に
記
載
す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関
等
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、「
医
療
機
関
の
所
在
地
及
び

名
称
欄
」
の
電
話
番
号
の
未
記
入
が
多

数
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
電
話
番
号
の

記
載
を
徹
底
す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関

等
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

Ⅱ　
継
続
要
望
事
項

（
従
来
か
ら
継
続
し
た
要
望
事
項
で
あ
り
、

例
年
と
同
様
な
回
答
内
容
と
な
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
回
答
を
求
め
な
い
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。）

≲
制
度
関
係
≳

１
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
高
齢

者
医
療
費
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
現
役
世
代
か

ら
支
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
所
得
に

応
じ
た
負
担
に
理
解
を
得
る
こ
と
を
前

面
に
し
た
広
報
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
よ
っ
て
引
き
続
き
、
事
業
主
及

び
被
保
険
者
等
に
も
分
か
り
や
す
い
内

容
で
、
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

テ
レ
ビ
放
映
等
を
活
用
し
た
周
知
広
報

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
制
度
周
知

方
法
な
ど
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

①　

納
付
金
等
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、

翌
々
年
度
に
多
額
の
精
算
納
付
額
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
早
急
に
見
直
す

こ
と
。

②　

前
期
高
齢
者
給
付
費
額
等
の
過
大
又

は
過
小
に
係
る
補
正
申
請
要
件
に
つ
い

て
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
健
保
組
合

の
実
情
に
沿
っ
た
更
な
る
緩
和
を
実
施

す
る
こ
と
。

③　

前
期
高
齢
者
加
入
者
調
整
率
の
補
正

係
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
健

保
組
合
の
医
療
費
適
正
化
の
取
組
み
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
補
正
係
数
の
伸
び

を
抑
制
す
る
こ
と
。

④　

納
付
金
等
の
算
出
基
礎
と
な
る
係
数

に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
時
の
数
値
と

賦
課
時
の
数
値
の
乖
離
が
大
き
く
、
組

合
会
等
で
の
説
明
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

乖
離
幅
が
で
き
る
だ
け
最
小
限
に
な
る

よ
う
精
査
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
組
合
会
等
で
説
明
が
必
要
な

た
め
、
諸
係
数
の
算
出
根
拠
や
変
動
し

た
理
由
等
に
つ
い
て
も
保
険
者
へ
明
示

す
る
こ
と
。

⑤　

後
期
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の

効
果
的
な
実
施
や
、
医
療
費
の
適
正
化

が
、
現
役
世
代
の
支
援
金
等
に
影
響
す

る
た
め
、
引
き
続
き
広
域
連
合
を
指
導

す
る
こ
と
。

３
．
保
険
調
剤
費
の
抑
制
の
た
め
、
後
発

医
薬
品
・
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
医
薬
品
の

使
用
促
進
及
び
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
利

用
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
積
極
的
な
広

報
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
医
療

機
関
・
保
険
薬
局
等
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
後
発
医
薬
品
の
更
な
る
使
用
促
進
策

と
し
て
、
合
理
的
な
理
由
な
く
新
薬
を

希
望
し
た
場
合
に
、
後
発
薬
と
の
差
額

を
自
己
負
担
に
す
る
な
ど
の
制
度
の
導

入
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
存
在
す
る

医
療
用
医
薬
品
に
つ
い
て
は
保
険
適
用

外
に
す
る
な
ど
の
検
討
も
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

５
．
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
の
施
術
に
係

る
療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

①　
「
各
種
保
険
適
用
」
な
ど
の
誤
解
を

招
く
広
告
や
看
板
等
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
広
告
表
示
等
の
あ
り

方
を
含
め
て
、
保
健
所
等
と
の
連
携
の

も
と
、
施
術
者
に
対
す
る
指
導
・
監
査

体
制
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。



― 8 ―

②　

柔
道
整
復
療
養
費
の
「
償
還
払
い
」

に
つ
い
て
一
部
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
長
期
・
頻
回
施
術
の
患
者
」
が
対
象

か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

後
、
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

�

〈
修
正
〉

③　

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
療
養
費
に
対

す
る
不
正
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
し
、
不
正
に
対
す
る
罰
則
の

厳
格
化
を
図
る
こ
と
。

６
．
療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
柔

道
整
復
療
養
費
の
申
請
書
に
は
、
負
傷

の
部
位
数
等
に
関
わ
ら
ず
、
負
傷
原
因

の
記
入
を
必
須
項
目
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

７
．
国
民
健
康
保
険
制
度
の
創
設
や
事
業

内
容
の
充
実
な
ど
、
長
年
の
経
過
の
中

で
、
任
意
継
続
被
保
険
者
制
度
の
存
続

意
義
も
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
制

度
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
資
格
要
件
の
被
保
険
者
期
間
「
２

か
月
以
上
」
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員

共
済
組
合
法
と
同
様
に
、「
１
年
以
上
」

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

８
．
資
格
喪
失
後
の
出
産
育
児
一
時
金
及

び
埋
葬
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
民

皆
保
険
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お

り
、
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら

支
給
す
べ
き
で
あ
り
、
資
格
喪
失
前
の

保
険
料
納
付
実
績
は
関
係
が
な
い
の
で
、

廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金

及
び
出
産
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て
も
、

廃
止
又
は
受
給
資
格
要
件
の
被
保
険
者

期
間
１
年
に
つ
い
て
見
直
し
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

９
．
産
科
医
療
補
償
制
度
に
係
る
掛
金
は
、

被
保
険
者
と
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る

民
事
上
の
枠
組
み
に
お
け
る
保
険
料
で

あ
る
こ
と
か
ら
保
険
医
療
機
関
が
負
担

す
べ
き
で
あ
り
、
保
険
者
負
担
と
し
な

い
で
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

10
．
傷
病
手
当
金
に
係
る
医
師
の
労
務
不

能
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
症
状
、

治
療
内
容
等
に
加
え
て
労
務
不
能
と
判

断
し
た
理
由
に
つ
い
て
再
照
会
を
必
要

と
す
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

適
切
な
保
険
給
付
の
決
定
が
行
わ
れ
る

よ
う
明
瞭
な
証
明
内
容
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨
を
、「
保
険
医
療
機
関
及

び
療
養
担
当
規
則
」
に
定
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

な
お
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
明
確
に

記
載
す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関
等
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

11
．
最
低
賃
金
法
の
適
用
基
準
及
び
厚
生

年
金
保
険
法
の
標
準
報
酬
月
額
の
下
限

（
８
・
８
万
円
）
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

健
康
保
険
に
加
入
す
べ
き
被
保
険
者

（
常
用
的
雇
用
関
係
に
あ
る
従
業
員
）

の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
連
動

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
標
準
報
酬
月

額
の
下
限
を
引
き
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

12
．
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
要
件
に

つ
い
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
一
部
見
直

さ
れ
ま
し
た
が
、
月
末
時
点
で
短
期
間

の
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
と
な
る
仕
組
み
は
そ
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
賞
与
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
免
除
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

13
．
二
以
上
事
業
所
勤
務
者
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
法
令
や
通
知
に
よ
る
整
理
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
運
用
面
に
依
存

す
る
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

適
用
事
業
所
へ
の
通
知
に
係
る
個
人
情

報
の
対
応
も
含
め
、
早
急
に
根
本
的
な

見
直
し
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

14
．
支
払
基
金
へ
の
委
託
金
に
つ
い
て
は
、

診
療
報
酬
の
未
収
金
が
減
少
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
計
算
期
間
を
見
直
す

等
、
実
情
に
応
じ
た
委
託
金
額
に
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

15
．
賞
与
支
払
月
に
定
年
再
雇
用
及
び
雇

用
契
約
更
新
に
係
る
資
格
の
得
喪
処
理

を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
一
事
業

所
で
の
就
労
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
得
喪
処
理
で
は
な
く
、
得
喪
日

の
翌
月
を
改
定
月
と
す
る
定
年
再
雇
用

時
月
変
等
（
特
例
月
変
等
）
を
新
設
す

る
な
ど
、
賞
与
保
険
料
を
徴
収
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

　
〔
事
例
〕　

賞
与
支
払
日　

６
／
10

　
　
　
　
　

�

定
年
再
雇
用
及
び
雇
用
契
約
更

新
に
係
る
得
喪
日　

６
／
15

16
．
診
療
報
酬
体
系
に
つ
い
て
は
、
包
括

化
・
定
額
化
の
拡
大
を
図
り
、
適
正
な

診
療
報
酬
の
配
分
見
直
し
や
薬
価
、
保

険
医
療
材
料
の
引
下
げ
等
医
療
の
効
率

化
を
図
り
、
国
民
医
療
費
の
伸
び
の
抑

制
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

17
．
被
保
険
者
が
70
歳
未
満
の
場
合
の
70

歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
自
己
負
担
割
合

は
原
則
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被

保
険
者
が
70
歳
以
上
の
場
合
と
同
様
に

被
保
険
者
の
標
準
報
酬
に
基
づ
く
負
担

割
合
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

18
．
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
に
伴
う
地

方
厚
生
（
支
）
局
の
返
還
金
通
知
に
つ

い
て
、
現
物
高
額
療
養
費
が
含
ま
れ
て

い
な
い
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
指
導
監
査
業
務
等
実
務

要
領
（
監
査
編
）
に
基
づ
き
記
載
す
る



― 9 ―

よ
う
、
厚
生
局
及
び
保
険
医
療
機
関
に

対
し
て
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
実
務
要
領
に
注
意
事
項
と
し

て
、
そ
の
旨
の
記
載
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

19
．
予
算
編
成
に
お
い
て
準
備
金
限
度
内

部
分
を
満
た
さ
な
い
場
合
、『
準
備
金

限
度
内
部
分
に
係
る
積
立
計
画
』
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
令
和
２

年
度
よ
り
保
険
料
猶
予
措
置
を
実
施
し

て
い
る
場
合
や
、
特
例
月
変
等
で
保
険

料
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
場
合

な
ど
財
政
運
営
が
厳
し
い
健
保
組
合
に

は
、
現
行
の
２
年
間
で
の
積
立
計
画
で

は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
収
入
増
を
見
込
め
な
い
状
況
下
で
、

保
険
料
率
引
上
げ
を
前
提
と
し
た
計
画

で
は
、
健
保
組
合
解
散
の
議
論
に
直
結

し
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
な
計
画

期
間
と
す
る
な
ど
の
柔
軟
な
措
置
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

≲
国
庫
補
助
金
関
係
≳

１
．
一
般
事
務
費
の
国
庫
負
担
単
価
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
他
制
度
支
援
と

し
て
の
高
齢
者
納
付
金
等
に
係
る
事
務

費
に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
国
庫
補

助
金
に
つ
い
て
、
実
績
額
に
基
づ
く
適

正
な
補
助
金
（
追
加
支
給
も
含
め
）
と

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
集
団
方

式
」
に
お
い
て
も
「
個
別
方
式
」
と
同

等
の
内
容
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
集
団
方
式
」
の
補
助
金
単
価
を
引
き

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

３
．
育
児
休
業
は
長
期
に
お
よ
び
、
保
険

料
収
入
の
減
少
は
健
保
組
合
に
と
っ
て

過
重
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
主
負
担
分
の
免
除
を
見
直
す
な
ど

の
措
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

≲
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
特
定
健

診
・
保
健
指
導
関
係
≳

１
．
特
定
保
健
指
導
の
初
回
面
談
に
つ
い

て
、
平
成
25
年
８
月
の
通
知
に
よ
り
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
初
回
面
談
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
電
話

だ
け
で
は
な
く
、
電
話
・
メ
ー
ル
で
の

初
回
面
談
も
可
能
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�
（
継
続
）

２
．
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
効
果
的
な
保
健
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
事
業
主
と
協
働
し
て
事
業
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事
業

主
へ
の
協
力
要
請
な
ど
、
適
宜
適
切
な

取
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

３
．
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い

て
、
そ
の
対
象
者
（
特
に
被
扶
養
者
）

及
び
事
業
主
（
業
務
時
間
中
の
指
導
時

間
の
確
保
等
）
に
対
す
る
受
診
促
進
の

広
報
等
を
、
国
と
し
て
引
き
続
き
強
化

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
被
扶
養
者
の
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、

婦
人
科
検
診
・
が
ん
検
診
等
、
地
域
に

根
ざ
し
た
市
区
町
村
に
よ
る
住
民
健
診

と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
、
健
診
効

果
も
向
上
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
関
係
法
令
を
改
正
し
被
用
者
保
険

の
実
施
義
務
か
ら
除
い
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

≲
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡

大
関
係
≳

１
．
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
は
段
階

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
短
時
間
労
働

者
を
多
く
雇
用
す
る
特
定
の
業
種
・
業

態
の
保
険
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
拠
出

金
負
担
・
保
険
給
付
費
等
に
多
大
な
影

響
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
　

令
和
５
年
度
以
降
も
適
用
拡
大
に
よ

る
保
険
者
へ
の
影
響
に
対
し
て
十
分
な

負
担
軽
減
措
置
の
継
続
、
拡
充
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

≲
診
療
（
調
剤
）
報
酬
明
細

書
の
取
扱
い
関
係
≳

１
．「
保
険
医
療
機
関
及
び
療
養
担
当
規

則
」
に
お
い
て
、「
受
診
の
都
度
、
被
保

険
者
証
等
に
よ
っ
て
療
養
の
給
付
を
受

け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
険
医
療

機
関
等
に
お
い
て
、
月
初
め
の
み
被
保

険
者
証
等
を
確
認
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
導
入
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

規
則
ど
お
り
の
取
扱
い
を
徹
底
す
る
よ

う
、
保
険
医
療
機
関
を
指
導
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
調
剤
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
被
保
険

者
証
の
記
号
番
号
等
の
記
載
誤
り
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
効
果
を
発
揮
す

る
た
め
に
も
、
保
険
薬
局
に
お
い
て
処

方
せ
ん
で
は
な
く
被
保
険
者
証
等
に
よ

り
、
療
養
の
給
付
を
受
け
る
資
格
が
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
「
保
険
薬
局

及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
」
を

改
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

３
．
保
険
者
の
事
務
円
滑
化
の
た
め
、
電

子
化
に
則
し
た
レ
セ
プ
ト
様
式
及
び
記

録
要
領
（
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、
受

診
日
、
第
三
者
行
為
、
業
務
上
・
外
の

追
加
等
）
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

ま
た
、
症
状
詳
記
等
の
添
付
文
書
の

電
子
化
も
義
務
付
け
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
紙
レ
セ
プ
ト
に
お
い
て
、
レ
セ
プ
ト

上
に
診
療
日
の
記
載
又
は
算
定
日
情
報
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を
分
か
る
よ
う
に
記
載
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

５
．
装
具
の
療
養
費
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、「
採
寸
・
採
型
を
行
っ
た
装
具
業

者
の
請
求
と
保
険
医
療
機
関
の
診
療
報

酬
の
算
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
明
確
な
定
め
が
な
い
た
め
、
保
険

局
医
療
課
で
取
扱
い
を
整
理
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
回
答
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
の
整
理
状
況
を
ご
教
示

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

６
．
治
療
用
装
具
療
養
費
に
つ
い
て
、
簡

素
な
既
製
品
を
定
価
以
上
の
高
額
な
料

金
で
請
求
す
る
事
例
や
、
再
発
防
止
・

予
防
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
の
作
成
事
例
、

医
科
点
数
表
の
所
定
点
数
に
含
ま
れ
る

簡
易
な
コ
ル
セ
ッ
ト
状
の
製
品
等
を
請

求
す
る
事
例
が
横
行
し
て
い
る
の
で
、

保
険
医
療
機
関
等
に
周
知
す
る
と
と
も

に
、
不
正
請
求
防
止
の
観
点
か
ら
、
医

師
の
証
明
書
様
式
の
改
正
な
ど
の
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
既
製
品
リ
ス
ト
の
拡
充
を
急

ぐ
と
と
も
に
、
既
製
品
リ
ス
ト
に
収
載

さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
療
養
費
と
し
て

の
金
額
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
製
品
に
つ
い

て
は
、
療
養
費
の
支
給
対
象
と
し
な
い

な
ど
の
取
扱
い
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
既
製
品
の
装
具
に
つ
い
て
は
、

療
養
費
で
は
な
く
診
療
報
酬
で
適
正
に

評
価
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

７
．
医
科
レ
セ
プ
ト
に
、
治
療
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
傷
病
名
や
急
性
期
病
名

が
何
か
月
も
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、

多
く
の
傷
病
名
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
、

審
査
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
支

払
基
金
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
に

病
名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
厚
生
（
支
）

局
の
指
導
監
査
に
お
い
て
も
、
保
険
医

療
機
関
に
病
名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

８
．
Ｄ
Ｐ
Ｃ
レ
セ
プ
ト
以
外
の
レ
セ
プ
ト

審
査
に
当
た
っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
集
計
表
を
根
拠
に
査
定
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

≲
そ
の
他
≳

１
．
指
定
健
保
組
合
の
指
定
要
件
に
つ
い

て
は
、
平
成
13
年
２
月
６
日
付
保
険
課

長
通
知
が
示
さ
れ
た
と
き
の
状
況
と
は

異
な
り
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る

納
付
金
等
の
財
源
率
が
上
昇
し
て
い
る

な
ど
の
実
態
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
当

該
組
合
の
財
政
健
全
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
指
定
要
件
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

２
．
医
療
費
通
知
等
に
よ
る
不
正
・
不
当

や
柔
道
整
復
師
の
不
正
・
不
当
に
係
る

情
報
を
地
方
厚
生
（
支
）
局
に
対
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
情
報
件
数
の
多

寡
に
関
わ
ら
ず
、
指
導
・
監
査
等
に
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
、
更
に
体
制
強
化

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

３
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
）
は
、
被
保
険
者
等
の
加
入

者
サ
ー
ビ
ス
（
利
便
性
）
向
上
を
図
る

た
め
の
施
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
理

解
し
ま
す
が
、
Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
照
会
時
の

手
数
料
に
つ
い
て
重
い
負
担
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
公
費
に
よ
る
支
援
措

置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

全総協・予算編成に関する要望事項
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資料

令和３年度決算見込状況報告書

１.経常収入支出の状況（242組合） （単位：千円）

令和３年度 令和２年度 対前年度増減額 増減率

経 常 収 入 合 計 3,050,875,307 2,989,831,121 61,044,186 2.04％

経 常 支 出 合 計 3,083,424,224 2,901,834,516 181,589,708 6.26％

差 　 引 　 額 －32,548,917 87,996,605

赤字組合　　145組合 －73,972,334 
黒字組合　　 97組合 41,423,417

２．主要な収入支出項目 （単位：千円）

令和３年度 令和２年度 対前年度増減額 増減率

収
入
健康保険収入／保険料 3,032,509,646 2,973,141,269 59,368,377 2.00％

（再掲）コロナ猶予未収を除く 3,031,040,334 2,958,141,409 72,898,925 2.46％

支
出

保険給付費／法定給付費 1,541,608,112 1,406,739,641 134,868,471 9.59％

納 　 付 　 金 1,334,198,012 1,297,991,014 36,206,998 2.79％

保 健 事 業 費 139,730,095 130,726,678 9,003,417 6.89％

　全国総合健康保険組合協議会はこのほど、

「令和３年度決算見込状況報告書」をまとめた。

全総協傘下242組合の令和３年度決算見込は、

経常収支で赤字組合が145組合（59.9％）、赤

字額は△739億7233万円、 黒字組合は97組

合（40.1％）、黒字額は414億2342万円となっ

ており、経常収支差引額は325億4892万円の

赤字となった。赤字決算は６年ぶり。

　収入についてみると、保険料収入は３兆325

億１千万円で、 対前年度比593億７千万円

（2.00％）の増加となった。一方の支出につい

て、法定給付費は１兆5416億１千万円で、対

前年度比1348億７千万円（9.59％）の大幅な

伸びとなった。納付金等は１兆3342億円で対

前年度比362億１千万円（2.79％）の伸びとな

っている。医療費の伸びはコロナ前に戻りつつ

ある。

　所要財源率は、法定給付費が47.01‰で前年

度の43.68‰よりも7.62ポイントの増加、納付

金等は40.68‰で、前年度40.31‰よりも0.92

ポイント増加した。

　平 均 保 険 料 率 は97.757‰（事 業 主 負 担

50.167‰、被保険者負担47.590‰）となり、前

年度の97.751‰（事業主負担50.179‰、被保

険者負担47.572‰）と比較して上昇している。

　令和３年度の決算見込は、保険料収入がコロ

ナ前の水準に戻りつつある一方で、受診抑制に

よって一時的に減少した医療費は、大幅にリバ

ウンドした。これに高齢者医療の支援金等の増

加も加わって、赤字決算となっている。
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３.適用状況及び経常収支（総額） （単位：千円）

　項　　　　　　　目　 令和３年度 令和２年度 増　減 増 減 率（％）
組 　 合 　 数  　   
被　保　険　者　数　（人）
（再掲）保険料免除者数（人）
平　 均　 年　 齢　（歳）
被　扶　養　者　数　（人）
１人当たりの扶養者数　（人）
平均標準報酬月額　（円）
平 均 標 準 賞 与 額　（円）
平 均 保 険 料 率　（‰）

242
6,489,573
73,978
42.10

4,025,297
0.63

355,353
848,504
97.757

242
6,461,482
74,967
41.77

4,096,673
0.64

353,744
798,102
97.751

0
28,091
－989
0.33

－71,376
－0.01
1,609
50,402
0.006

0.00
0.43

－1.32
0.79

－1.74
－1.56
0.45
6.32
0.01　

経

常

収

入

　

健 康 保 険 収 入
　 保　　 険　　 料
　 国 庫 負 担 金 収 入
　 そ　　 の　　 他
退 職 積 立 金 繰 入
保 証 金 積 立 金 繰 入
特定健康診査・保健指導補助金

特定健康診査等事業収入
病 院 診 療 所 収 入
訪 問 看 護 事 業 収 入
介護老人保健施設収入
前 期 高 齢 者 交 付 金
雑 収 入

3,033,768,067
3,032,509,646
1,257,467

954
2,364,399
7,116
617,069
1,819,199
462,641

0
0
0

11,836,816

2,974,397,523
2,973,141,269
1,254,666
1,588

2,096,347
0

554,005
1,622,228
468,611

0
0
0

10,692,407

59,370,544
59,368,377

2,801
－634
268,052
7,116
63,064
196,971
－5,970

－
－
－

1,144,409

2.00
2.00
0.22

－39.92
12.79
－

11.38
12.14
－1.27
－
－
－

10.70
合　　　　計 3,050,875,307 2,989,831,121 61,044,186 2.04

　
　

経　
　
　

常　
　
　

支　
　
　

出　
　

事 務 費
保 険 給 付 費
法 定 給 付 費
　    医 療 給 付 費
　  　その他の給付費
付 加 給 付 費
納 付 金
　前期高齢者納付金
　後期高齢者支援金
   病 床 転 換 支 援 金
日 雇 拠 出 金

　退職者給付拠出金
保 健 事 業 費
そ の 他

40,094,651
1,560,252,378
1,541,608,112
1,381,940,458
159,667,654
18,644,266

1,334,198,012
623,844,265
710,064,386

2,196
262,417
24,748

139,730,095
9,149,088

39,867,845
1,424,582,431
1,406,739,641
1,253,737,824
153,001,817
17,842,790

1,297,991,014
590,172,238
707,720,599

3,419
53,519
41,239

130,726,678
8,666,548

226,806
135,669,947
134,868,471
128,202,634
6,665,837
801,476

36,206,998
33,672,027
2,343,787
－1,223
208,898
－16,491
9,003,417
482,540

0.57
9.52
9.59
10.23
4.36
4.49
2.79
5.71
0.33

－35.77
－

－39.99
6.89
5.57

合　　　　計 3,083,424,224 2,901,834,516 181,589,708 6.26
　 経 常 収 支 差 引 額　 －32,548,917 87,996,605 －120,545,522 －136.99
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４．保険料率別組合数の推移

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（%）
令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
元年度

令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
元年度

1000分の 80未満 1 0 0 0.41 0.00 0.00
80以上～ 85未満 2 3 3 0.83 1.24 1.23
85以上～ 90未満 9 11 13 3.72 4.55 5.35
90以上～ 95未満 37 35 34 15.29 14.46 13.99
95以上～ 100未満 99 99 100 40.91 40.91 41.15

100 43 40 41 17.77 16.53 16.87
100超～ 105未満 32 33 31 13.22 13.64 12.76
105以上～ 110未満 17 20 20 7.02 8.26 8.23 ・最低保険料率� 76.000（‰）

110以上 2 1 1 0.83 0.41 0.41 ・最高保険料率� 111.050（‰）
合　計 242 242 243 100 100 100 ・平均保険料率� 97.757（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 17組合

６.介護保険料率別組合数

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（%）
令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
元年度

令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
元年度

1000分の 12未満 0 0 1 0.00 0.00 0.41
12以上～ 14未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
14以上～ 16未満 4 18 42 1.65 7.44 17.28
16以上～ 18未満 124 176 164 51.24 72.73 67.49
18以上～ 20未満 110 45 33 45.45 18.60 13.58 ・最低保険料率� 14.000（‰）

20以上 4 3 3 1.65 1.24 1.23 ・最高保険料率� 21.000（‰）
合　計 242 242 243 100 100 100 ・平均保険料率� 17.608（‰）

※　保険料率引上げ組合数　106組合

５.拠出金の義務的経費（拠出金＋法定給付費）に占める割合別組合数

義務的経費に
占める割合

組      合      数 割          合（%）
令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
元年度

令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
元年度

100分の 30未満 1 0 0 0.41 0.00 0.00
30以上～ 35未満 6 3 6 2.48 1.24 2.47
35以上～ 40未満 24 24 31 9.92 9.92 12.76
40以上～ 45未満 88 62 87 36.36 25.62 35.80
45以上～ 50未満 101 103 96 41.74 42.56 39.51
50以上～ 55未満 21 46 23 8.68 19.01 9.47 ・最 低 割 合� 27.63％

55以上 1 4 0 0.41 1.65 0.00 ・最 高 割 合� 58.22％
合　計 242 242 243 100 100 100 ・平 均 割 合� 46.39％

〈資料・令和３年度決算見込状況報告書〉
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〈参考資料〉

R
1
.
1
1
月

1
2
月

R
2
.
1
月

2
月

3
月

R
2
年

度
R
3
.
3
月

R
3
年

度
R
4
.
1
月

2
月

3
月

4
月

被
用
者
保
険
計

1人
当
た
り
医
療
費

▲
0
.
4
8
%

▲
3
.
7
0
%

▲
3
.
8
8
%

健
保
組
合

1
人
当
た
り
医
療
費

▲
1
.
4
8
%

▲
5
.
8
8
%

▲
4
.
8
3
%

健
保
組
合

前
期
高
齢
者
（
再
掲
）

▲
0
.
2
7
%

▲
2
.
0
9
%

▲
0
.
8
5
%

▲
1
.
8
3
%

▲
0
.
6
4
%

後
期
高
齢
者

1人
当
た
り
医
療
費

▲
0
.
5
4
%

▲
3
.
3
8
%

▲
1
.
6
4
%

▲
1
.
0
5
%

▲
0
.
8
1
%

【
参

考
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

係
る

医
療

費
（

億
円

）

3月
R3
年
度

1月
2月

3月

▲
2
.
2
5
%

▲
2
.
3
7
%

▲
4
.
7
5
%

▲
1
.
3
8
%

▲
2
.
1
6
%

▲
5
.
7
6
%

後
期
高
齢
者
1人

当
た
り
医
療
費

R元
年
度
と
の
比
較

被
用
者
保
険
計
1人

当
た
り
医
療
費

健
保
組
合
1人

当
た
り
医
療
費

健
保
組
合
前
期
高
齢
者
（
再
掲
）

被
用
者
保
険

計

人
当
た
り
医

療
費

健
保
組
合

人
当
た
り
医

療
費

健
保
組
合

前
期
高
齢
者

（
再
掲

▲

後
期
高
齢
者

人
当
た
り
医

療
費

▲

▲▲

月
月

月
月

月
年
度

月
年
度

月
月

月
月

被
用
者
保
険

計

人
当
た
り
医

療
費

健
保
組
合

人
当
た
り
医

療
費

健
保
組
合

前
期
高
齢
者

（
再
掲
）

後
期
高
齢
者

人
当
た
り
医

療
費

（
元
と
の
比

較
）
被
用

者
保
険
計

人
当
た
り
医

療
費

（
元
と
の
比

較
）
健
保

組
合

人
当
た
り
医

療
費

（
元
と
の
比

較
）
健
保

組
合

前
期
高
齢
者

（
再
掲
）

（
元
と
の
比

較
）
後
期

高
齢
者

人
当
た
り
医

療
費

※
被
用
者
保

険
計
の
加

入
者
数
は

厚
生
労
働

省
統
計
「
最
近

の
医
療
費

の
動
向
」

を
使
用
し

て
お
り
、

月
分

以
降
は

調
査
結
果
が

公
表
前
の

た
め
、
参

考
値
と
し

て
月
時
点
の
加

入
者
数
を

用
い
て
算

出
し
て
い

る
。

※
健
保
組
合

の
加
入
者

数
は
、
健

保
連
の
調

査
「
年
齢
階
級

別
加
入
者

数
調
査
（

月
末
現

在
）
」
を
使
用

し
て
お
り

、

～
月
の
期

間
は
参
考

値
と
し
て

前
年
の
加

入
者
数
を
用

い
て
算
出

し
て
い
る

。

※
健
保
組
合

人
当
た
り

医
療
費
及

び
健
保
組

合
前
期
高
齢

者
（
再
掲

）
に
つ
い

て
は
、
社

会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基

金
で
処
理
さ

れ
る
診
療

報
酬
明
細

書
デ
ー
タ

（
電
子
レ
セ
プ

ト
及
び
紙

レ
セ
プ
ト

）
の
う
ち

、
健
保
組
合
へ

の
請
求
分

に
つ
い
て
、

請
求
月
に

基
づ
き
、

医
療
費
、

レ
セ
プ
ト
件
数

、
日
数
、

及
び
伸
び

率
等
の
基

礎
数
値
を
集
計

し
た
も
の

で
あ
る
。

※
後
期
高
齢

者
人
当
た

り
医
療
費

は
国
保
中

央
会
「
国
民

健
康
保
険

・
後
期
高

齢
者
医
療

医
療
費
速
報

」
よ
り
抜

粋
。

※
年
度
平
均

は
単
純
平

均
に
て
算

出
。

※
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
に
係
る

医
療
費
は

社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払

基
金
の
統

計
月
報
を

使
用
し
て
算
出

。

参
考
　【

令
和
４
年
４
月
診
療
分
】医

療
費
総
額
　
１
人
当
た
り
医
療
費
　
対
前
年
伸
び
率（

％
）

〖
健
保
連
資
料
よ
り
〗
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シリーズ組合訪問 

大阪港湾健康保険組合

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
は

財
政
の
健
全
化
に
影
響

屈
強
な
「
港
湾
労
働
者
」
は
様
変
わ
り

　

健
康
保
険
法
施
行
１
０
０
年
を
迎
え
た
今
年
、
昭

和
16
（
１
９
４
１
）
年
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
港
湾
健

康
保
険
組
合
（
理
事
長
＝
川
田
茂
実
氏
）
は
80
余
年

の
歴
史
を
誇
る
。
戦
中
・
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
、
港
湾
運
送
事
業
は
生
産
・
流
通
の
拡
大

と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。
近
年
は
、
従
来
の
労
働

者
の
手
作
業
に
よ
る
荷に

役や
く

か
ら
コ
ン
テ
ナ
に
シ
フ
ト

し
、
屈
強
な
港
湾
労
働
者
の
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
薄
れ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
物
流
と
い
う
国
民
生

活
の
基
盤
を
守
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

新
た
な
大
阪
港
湾
局
の
設
置
（
大
阪
府
と
大
阪
市

港
湾
局
の
統
合
）
や
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整

備
も
進
み
、
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
は
増
加
傾
向
に
あ

　

被
保
険
者
数
８
９
７
８
人
の
大
阪
港
湾
健
康
保
険
組
合
は
小
規
模
事
業
所
が
大
半
を

占
め
て
い
る
が
、
数
少
な
い
大
規
模
事
業
所
の
経
営
の
多
角
化
に
よ
っ
て
前
期
高
齢
者

や
非
正
規
雇
用
の
短
時
間
労
働
者
が
多
数
加
入
し
、
被
保
険
者
数
は
こ
の
３
年
間
で

38
％
増
と
な
っ
た
。
今
年
10
月
に
施
行
さ
れ
る
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
で
も
５
５

０
人
の
更
な
る
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
、
国
の
施
策
が
小
規
模
健
保
組
合
の
財
政
に
与

え
る
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

る
。
健
保
組
合
の
加
入
者
数
も
年
々
増
加
し
て
い
る

と
い
う
が
、
そ
の
実
態
は
加
入
事
業
所
の
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
化
や
、
経
営
多
角
化
に
よ
る
短
時
間
労
働

者
の
雇
用
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
加
入
す
る

91
事
業
所
の
規
模
内
訳
は
50
人
未
満
が
60
％
以
上
を

占
め
る
が
、
数
少
な
い
大
規
模
事
業
所
の
経
営
多
角

化
等
に
よ
り
、
港
湾
荷
役
以
外
の
小
売
業
や
物
流
業

な
ど
の
業
種
で
短
時
間
労
働
者
・
前
期
高
齢
者
の
加

入
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

今
年
10
月
に
施
行
さ
れ
る
１
０
０
人
超
企
業
の
適

用
拡
大
に
向
け
た
加
入
事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
で
は
、
新
た
に
５
５
０
人
の
加
入
を
見
込

ん
で
お
り
、
こ
の
傾
向
が
今
後
の
組
合
財
政
に
影
響

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

〈健保組合の概況〉
〒552-0023　大阪市港区港晴2-14-25

TEL 06-4395-4112　FAX 06-4395-4115

理�事長＝川田茂実 氏（大阪港湾作業株式会社 代表取締役社長）
常務理事＝佃 博 氏
設立年月日＝昭和16年11月1日
主たる業態＝�大阪港沿岸各港及び河川・運河流域において

港湾運輸業を営む事業所、港湾運送業界関係
団体及び関係労働組合

事業所数＝91事業所
被保険者数＝8,978人（男6,530人、女2,448人）
平均標準報酬月額＝305,447円（男337,391円、女220,239円）
平均年齢＝45.79歳（男46.12歳、女44.91歳）
被扶養者数＝5,766人　扶養率＝0.64人
保�険料率＝102‰（一般100.84‰、調整1.16‰）
介護保険料率＝18‰�

（令和4年4月30日現在）

事務所入口には「健康経営優良法人」等の認定証が並ぶ
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の
収
支
バ
ラ
ン
ス
は
大
き
く
崩
れ
た
。
前
期
高
齢
者

の
増
加
は
納
付
金
の
負
担
増
に
も
直
結
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
高
額
薬
剤
の
使
用
が
財
政
逼
迫
に
追

い
打
ち
を
か
け
た
。
３
年
度
は
当
初
か
ら
２
億
４
０

０
０
万
円
の
赤
字
予
算
を
組
ん
で
い
た
が
、
実
際
に

は
約
４
億
円
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
。
白
血
病
治
療
薬

「
キ
ム
リ
ア
」（
レ
セ
プ
ト
1
件
で
３
６
０
０
万
円
）

な
ど
の
高
額
薬
剤
の
使
用
者
が
増
加
し
た
こ
と
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
医
療
費

増
な
ど
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
も
医
療
費
が

14
％
も
伸
び
て
い
る
。

　

佃
博
常
務
理
事
は
、「
新
し
い
薬
が
で
き
て
患
者

が
回
復
す
る
の
は
歓
迎
す
べ
き
だ
が
、
財
政
規
模
の

小
さ
な
組
合
に
は
影
響
が
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
も
医

療
費
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
努
力
が

帳
消
し
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。

高
額
薬
剤
の
使
用
に
よ
る
医
療
費
の
高
騰
に
は
打
つ

手
が
な
い
」
と
い
う
。

　

令
和
４
年
度
の
予
算
を
み
る
と
、
経
常
収
入
39
億

９
０
９
９
万
円
に
対
し
、
経
常
支
出
は
42
億
７
９
０

７
万
円
で
、
２
億
８
８
０
９
万
円
の
赤
字
予
算
と
し

た
。
４
年
度
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
10
月
か
ら
の
適

用
拡
大
で
あ
り
、
更
な
る
標
準
報
酬
・
賞
与
の
減
額

を
見
込
ん
で
い
る
。
３
年
度
の
赤
字
は
別
途
積
立
金

の
取
崩
し
で
凌
い
だ
が
、「
積
立
金
も
底
を
つ
き
始

め
て
、
近
年
中
の
保
険
料
率
の
引
上
げ
は
避
け
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
」（
佃
常
務
理
事
）
と
説
明
す
る
。

　

大
阪
港
湾
健
保
組
合
の
保
険
料
率
は
１
０
２
‰
で
、

大
阪
府
の
協
会
け
ん
ぽ
（
１
０
２
・
２
‰
）
よ
り
も

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
同
健
保
組
合
で
の
勤
務
年

数
の
長
い
天て
ん

白ぱ
く

由
美
子
事
務
長
は
「
令
和
元
年
度
ま

で
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
よ
り
当
組
合
の
料

率
の
方
が
高
く
、
厳
し
い
状
況
の
中
、
懸
命
に
経
営

努
力
を
し
て
き
た
。
最
近
は
保
健
事
業
も
軌
道
に
乗

り
、
財
政
も
改
善
し
て
き
て
い
た
だ
け
に
、
非
正
規

雇
用
・
前
期
高
齢
者
の
加
入
者
の
増
加
が
組
合
に
及

ぼ
す
影
響
が
残
念
で
仕
方
が
な
い
」
と
語
る
。

被
扶
養
者
の
受
診
率
は
42
％

　

保
健
事
業
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
制

度
化
さ
れ
て
10
年
以
上
が
経
っ
て
い
る
が
、
大
阪
港

湾
健
保
組
合
で
は
、
健
診
受
診
の
徹
底
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
こ
こ
数
年
の
最
大
の
成
果
は
、
被
扶
養
者

健
診
受
診
率
の
40
％
超
え
達
成
で
あ
る
。

　

被
保
険
者
本
人
の
受
診
率
は
も
と
も
と
高
く
、

95
％
前
後
で
推
移
し
て
き
た
が
、
や
は
り
被
扶
養
者

の
受
診
率
向
上
を
課
題
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
平
成

30
年
度
か
ら
被
扶
養
者
健
診
受
診
者
に
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｂ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配
布
す
る

事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
令
和
３
年
度
か
ら
は
、

特
定
健
診
に
プ
ラ
ス
し
て
市
区
町
村
等
で
が
ん
検
診

も
受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
上

乗
せ
し
た
と
こ
ろ
、
受
診
率
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

42
％
に
達
し
た
。

　

被
扶
養
者
の
自
宅
に
直
接
郵
送
し
て
い
る
受
診
券

に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
地
に
近
い

契
約
健
診
機
関
の
一
覧
表
を
掲
載
し
て
好
評
を
得
て

い
る
。

　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
も
実
施
率
は
27
％
ま
で

伸
び
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
体
制
の
確
保
が
困

標
報
は
２
万
円
減
、
賞
与
も
14
万
円
減

　

令
和
３
年
度
の
決
算
見
込
は
、
経
常
収
入
38
億
３

０
７
９
万
円
に
対
し
て
、
経
常
支
出
は
42
億
１
２
１

７
万
円
で
、
差
引
き
３
億
８
１
３
８
億
円
の
赤
字
と

な
っ
た
。
加
入
事
業
所
の
経
営
多
角
化
に
よ
り
、
平

成
30
年
以
降
で
被
保
険
者
数
は
２
５
０
０
人
も
増
加

し
た
。
割
合
で
は
38
％
増
と
な
る
。
新
規
加
入
者
は
、

非
正
規
雇
用
・
前
期
高
齢
者
が
多
く
、
そ
の
影
響
で

平
均
標
準
報
酬
は
２
万
円
減
少
、
平
均
賞
与
も
14
万

円
減
少
し
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
推
移
し
て
き
た
財
政

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

事務所の「オールキャスト！」
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難
と
な
り
、
令
和
２
年
度
の
実
施
率
は
19
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
反
転
攻
勢
に
期
待

が
か
か
る
。

　

医
療
費
適
正
化
対
策
と
し
て
は
、
医
療
費
・
健
診

デ
ー
タ
等
の
分
析
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
一
人
当
た

り
医
療
費
が
高
い
こ
と
が
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
た

め
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
紙
レ
セ
の
時
代
か
ら
手
作

業
で
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
分
析
結
果
を
加
入
事
業

所
ご
と
に
順
位
付
け
を
し
、
成
績
表
の
よ
う
な
形
で

通
知
し
て
い
る
。
こ
の
通
知
の
目
的
は
、
事
業
主
に

自
社
の
課
題
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
問
題
解
決
の
対

策
を
健
保
組
合
と
一
緒
に
考
え
、
事
業
主
が
主
体
と

な
り
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。

　

課
題
が
分
か
っ
て
も
具
体
的
に
何
を
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
事
業
主
も
多
く
、
健
保
組

合
と
事
業
所
が
協
働
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
事

業
を
組
み
立
て
て
い
る
。
こ
の
た
め
佃
常
務
理
事
を

含
む
８
人
の
全
職
員
が
「
健
康
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
天
白
事
務
長
は

「
女
性
の
健
康
経
営
推
進
員
」
も
取
得
し
て
お
り
、
ま

さ
に
健
保
組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
加
入
事
業
所
を
支

援
し
て
健
康
（
経
営
）
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
コ
ラ
ボ
事
業
が
、
大
阪
府
の
主
催
す
る
「
健

康
づ
く
り
ア
ワ
ー
ド
」
を
２
年
連
続
で
受
賞
し
た
こ

と
は
取
組
み
の
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
平
成
27
年

度
は
、
健
康
意
識
の
低
い
事
業
所
に
対
し
、
働
く
環

境
に
健
康
を
意
識
し
て
し
ま
う
仕
掛
け
（
歩
幅
を
広

く
し
活
動
量
を
増
や
す
マ
ッ
ト
等
）
を
本
社
ビ
ル
に

導
入
し
「
奨
励
賞
」
を
受
賞
。
平
成
28
年
度
は
、
従

業
員
の
高
齢
化
や
運
動
不
足
な
ど
を
心
配
し
た
事
業

主
が
取
り
組
ん
だ
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
運
動
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
に
活
用
す
る
等
の
取
組
み
が
見
事
「
最
優

秀
賞
（
知
事
賞
）」
を
受
賞
し
た
。

　

佃
常
務
理
事
は
、「
人
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
は

難
し
い
。
で
も
、
楽
し
い
・
面
白
そ
う
な
ど
興
味
を

引
く
要
素
が
あ
れ
ば
、
健
康
的
な
行
動
を
と
る
人
も

増
え
る
か
も
」
と
語
る
。

　

健
保
組
合
と
し
て
の
財
政
運
営
に
苦
労
を
す
る
一

方
で
、
明
る
く
楽
し
い
健
康
づ
く
り
を
実
践
・
普
及

す
る
大
阪
港
湾
健
保
組
合
は
、
事
業
所
を
巻
き
込
ん

だ
健
康
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

健康経営に取組んで
加入事業所の手本に
大阪港湾健康保険組合

常務理事　佃
つくだ

 博
ひろし

 氏（談）

　「就任から３年が経ちましたが、
就任当時から職員とはフランクな
関係でありたいという思いがあり
ました。その方が仕事も円滑に回
りますし、仲良く仕事ができた方
が職員のパフォーマンスも上がり

ますしね」、「普段からコミュニケーションはとても大切にし
ています。所帯が小さいので職員の仕事の手伝いもしますし、
執務室で冗談なんかもいいます…仕事の邪魔にならない程度
に」とにこやかに語る。
　職場自体が「健康経営優良法人」であり、午前と午後に職
員全員で体を動かすリフレッシュタイムを設けている。「デ
スクワークによる肩こりや腰痛予防、座位時間を短くするた
めに始めたのですが、職員のコミュニケーションの活性化に
もつながっています」、「人生で多くの時間を過ごす職場。ど
んな環境でどんな仲間と過ごすのかが、その人のウェルビー
イングに大きく影響すると考えています」と話し、「これか
らも事業所の見本となれるよう職員一丸となり健康経営を推
進するとともに、事業所の健康経営も全面的にバックアップ
し、加入者のウェルビーイングの一翼を担う健保組合を目指
していきたい」と抱負を語る。
　健保組合を取り巻く制度については、「高額薬剤の負担は、
小規模組合にはたいへん重く、いろいろなところで節約をし
ても、努力が帳消しになってしまう。公費投入など早期に対
策を講じていただきたい」と切実に訴える。
　自身の健康法は、事務所の職員にも広がりつつある１駅ウ
ォーキングで、１日8000歩を目標にしている。20年近く続け
ているランニングは、自身で寺社巡り等のコースを作り、週
末に10㎞１時間で走るのが基本という。

シリーズ組合訪問  UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

事務所内の通路にも
歩幅チェックマット
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○
国
会
議
員
へ
の
取
組

　

�

自
民
党「
国
民
皆
保
険
を
守
る

国
会
議
員
連
盟
」と
意
見
交
換

　

令
和
４
年
４
月
13
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
で
自
民

党
「
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会
議
員
連

盟
」
の
第
５
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
健

保
連
本
部
・
東
京
連
合
会
・
東
総
協
と

と
も
に
参
加
し
た
。

　

健
保
連
の
佐
野
副
会
長
が
「
健
保
組

合
・
健
保
連
の
重
点
要
望
」
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、「
骨
太
の
方
針
２
０
２

２
」
お
よ
び
令
和
５
年
度
予
算
概
算
要

求
に
対
す
る
「
要
望
書
」
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
。
①
国
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
の
質
の
高
い
効
率
的
な
医
療
の
実

現
、
②
全
世
代
で
支
え
合
う
医
療
保
険

制
度
の
構
築
、
③
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
た
保
健
事
業
の
更
な
る
推
進
、
④

健
康
保
険
組
合
の
安
定
化
に
向
け
た
財

政
支
援
を
内
容
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
要
望
書
」
に
つ
い
て
は
、
４

月
26
日
に
鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
、
27
日

に
牧
島
か
れ
ん
デ
ジ
タ
ル
大
臣
に
提
出

し
た
。

　

�

公
明
党「
厚
生
労
働
部
会
・
健

康
保
険
組
合
議
員
懇
話
会
」と

意
見
交
換

　

令
和
４
年
５
月
18
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
で
公
明

党
の
「
厚
生
労
働
部
会
・
健
康
保
険
組

合
議
員
懇
話
会
」
合
同
会
議
が
開
催
さ

れ
、
健
保
連
本
部
・
東
総
協
と
と
も
に

参
加
し
た
。

　

健
保
連
の
佐
野
副
会
長
が
「
健
保
組

合
・
健
保
連
の
重
点
要
望
」
に
つ
い
て

説
明
し
、
公
明
党
か
ら
「
健
保
組
合
・

健
保
連
の
重
点
要
望
」
の
方
向
性
が
、

政
府
の
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
く
考

え
が
示
さ
れ
た
。

○
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会

　

令
和
４
年
６
月
10
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
４
年
度

第
１
回
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
険
課
へ

提
出
す
る
「
令
和
５
年
度
健
康
保
険
組

合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項
の
取

り
ま
と
め
」
に
つ
い
て
、
検
討
集
約
を

行
っ
た
。

　

取
り
ま
と
め
た
要
望
事
項
（
67
項

目
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
30
日
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
保
険
課
及
び
健
康
保
険

組
合
連
合
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た

（
４
～
10
頁
参
照
）。

○
広
報
委
員
会

　

令
和
４
年
７
月
11
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
令
和
４
年
度
第

２
回
広
報
委
員
会
を
開
催
し
、
①
「
総

合
け
ん
ぽ
」
第
１
５
３
号
（
令
和
４
年

７
月
号
）
の
校
正
等
、
②
同
第
１
５
４

号
（
令
和
４
年
10
月
号
）
の
編
集
方
針

等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

「
令
和
３
年
度
収
入
支
出
決
算
見
込

表
」
の
提
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

予告 � �全総協第114回定例総会及び福祉共済会�

第13回定例総会を次のとおり開催します

日時　令和４年９月21日（水）
　　　13時30分～
場所　明治記念館
　　　東京都港区元赤坂２－２－23
議題　○令和３年度事業報告及び収入支出決算報告
　　　○その他

医療制度等対策委員会
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ま
た
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
」
と

「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
」
で
は
、
合
同
会
社

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
の
石
井
美
江
氏
を
講
師
に

迎
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
や
、
効
率
的
な
仕
事
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
た
研
修
を
実
施
し
た
。

○
定
期
総
会

　

令
和
４
年
６
月
28
日
、
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
定
期
総
会
を

開
催
し
、
75
組
合
87
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
森
田
会
長
が
健
保
組

合
を
巡
る
情
勢
等
を
含
め
て
挨
拶
を
行

○
定
例
総
会

　

令
和
４
年
５
月
26
日
、
千
葉
市
中
央

区
の
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
で
第
１
回

定
例
総
会
を
開
催
し
、
９
組
合
10
名
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
黒
川
会
長
が
健
康
保
険
組
合

を
巡
る
情
勢
及
び
千
総
協
・
全
総
協
の

事
業
へ
の
協
力
依
頼
を
含
め
た
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
議
案
の
①
令
和
３
年
度
事

業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
、
②
同
決

算
監
査
報
告
、
③
同
決
算
残
金
処
分
、

④
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支

出
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
日
本
年
金
機
構
千
葉

年
金
事
務
所
の
鈴
木
和
彦
適
用
調
査
課

長
か
ら
、
日
本
年
金
機
構
の
近
況
を
ご

報
告
い
た
だ
い
た
後
に
、
令
和
４
年
度

の
定
時
決
定
事
務
処
理
等
に
つ
い
て
意

千
葉　
　
　
　
　
　
　

（
千
葉
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

見
交
換
を
行
っ
た
。

○
テ
ー
マ
別
研
修
会

　

令
和
４
年
５
月
27
日
、
６
月
３
日
、

千
代
田
区
の
東
京
ト
ラ
ッ
ク
事
業
健
保

会
館
で
テ
ー
マ
別
研
修
会
を
開
催
し
、

74
組
合
１
５
８
名
が
参
加
し
た
。

　

東
総
協
の
齊
藤
事
務
局
長
が
「
健
康

保
険
の
消
滅
時
効
」
に
つ
い
て
講
義
を

行
っ
た
。

○
一
般
職
員
研
修
会

　

令
和
４
年
６
月
15
・
16
日
、
千
代
田

区
の
東
京
薬
業
健
保
会
館
で
一
般
職
員

研
修
会
を
開
催
し
、
31
組
合
50
名
が
参

加
し
た
。

　

２
日
間
の
研
修
で
は
、
東
総
協
の
齊

藤
事
務
局
長
が
「
健
康
保
険
の
概
要
」

と
「
健
保
組
合
業
務
の
概
要
」
に
つ
い

て
講
義
を
行
っ
た
。

東
京　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

っ
た
後
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
入
支
出
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
関
東
信
越
厚
生
局
の

田
原
克
志
局
長
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
、

健
康
保
険
組
合
連
合
会
東
京
連
合
会
の

米
川
孝
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

○
役
員
会

　

令
和
４
年
５
月
９
日
、
横
浜
市
中
区

の
神
奈
川
県
電
設
健
保
組
合
で
役
員
会

を
開
催
し
、
７
名
が
出
席
し
た
。
冒
頭
、

小
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
題
の
定
例

総
会
の
会
期
並
び
に
提
出
議
案
の
①
令

和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決

算
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算
残
金
処
分

案
の
内
容
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
定
例
総
会
に
つ
い
て
は
、
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
又
は
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
た
場
合
に
は
書
面
審

議
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

神
奈
川　

 　
　
　
　

（
神
奈
川
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

東総協・定期総会
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Information
○
定
例
総
会

　

令
和
４
年
６
月
17
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
定
例
総
会
を

開
催
し
、
16
組
合
28
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
小
野
会
長
の
挨
拶
、
健
康
保

険
組
合
連
合
会
神
奈
川
連
合
会
・
伊
藤

副
会
長
の
来
賓
挨
拶
の
後
、
①
令
和
３

年
度
事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
案
、

②
同
収
入
支
出
決
算
残
金
処
分
案
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
髙
橋
総
務

委
員
長
よ
り
令
和
３
年
度
特
別
研
修
会

及
び
一
般
教
養
研
修
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
報
告
し
た
。

○
保
健
事
業
研
修
会

　

令
和
４
年
７
月
13
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
保
健
事
業
研

修
会
を
開
催
し
、
15
組
合
29
名
が
参
加

し
た
。

　

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
健
康
増
進
課

未
病
対
策
グ
ル
ー
プ
副
主
幹
の
荻
野
奈

津
子
氏
が
「
未
病
と
は
～
特
に
働
く
世

代
の
未
病
改
善
を
中
心
に
～
」、
株
式

会
社
ブ
ル
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
清
水
敦
子
氏
が
「
未
病
バ
レ
ー　

ビ

オ
ト
ピ
ア
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
。

○
理
事
・
監
事
会

　

令
和
４
年
５
月
20
日
、
名
古
屋
市
中

村
区
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
理

事
・
監
事
会
を
開
催
し
、
14
組
合
14
名

が
出
席
し
た
。

　

理
事
・
監
事
会
で
は
、
議
案
の
①
令

和
３
年
度
事
業
実
施
結
果
報
告
案
、
②

同
収
入
支
出
決
算
案
、
③
同
決
算
残
金

処
分
案
、
④
年
間
行
事
の
運
営
担
当
案

に
つ
い
て
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

承
認
さ
れ
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
４
年
６
月
23
日
、
長
野
市
の
ホ

テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
で
定
例
総
会
を

開
催
し
、
37
組
合
43
名
が
出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
全
国
総
合
健
康
保
険
組

合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
を
お

迎
え
し
、
情
勢
報
告
を
兼
ね
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。

　

総
会
で
は
、
議
案
の
①
令
和
３
年
度

事
業
実
施
結
果
報
告
案
、
②
同
収
入
支

出
決
算
案
、
③
同
決
算
残
金
処
分
案
、

④
年
間
行
事
の
運
営
担
当
案
に
つ
い
て

中
部　
　
　
　
　
　
　

（
中
部
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。

　

総
会
後
に
は
、
健
康
保
険
組
合
連
合

会
組
合
サ
ポ
ー
ト
部
交
付
金
交
付
事
業

グ
ル
ー
プ
部
長
の
古
川
知
史
氏
に
よ
る

「
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

○
業
務
対
策
委
員
会

　

令
和
４
年
５
月
16
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
大
阪

本
町
で
業
務
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、

17
組
合
18
名
が
出
席
し
た
。

　

青
島
会
長
の
挨
拶
後
、
藤
原
委
員
長

と
高
山
副
委
員
長
が
令
和
３
年
度
事
業

結
果
と
決
算
を
報
告
し
了
承
さ
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
予
算
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
様
な
計
画
で
あ

る
こ
と
を
報
告
し
、
当
面
の
業
務
問
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
医
療
制
度
対
策
委
員
会

　

令
和
４
年
５
月
17
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
薬
業
健
保
組
合
で
医
療
制
度

対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
15
組
合
16
名

が
出
席
し
た
。

近
畿　
　
　
　
　
　
　

（
近
畿
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

　

青
島
会
長
の
挨
拶
後
、
山
上
委
員
長

が
議
題
の
「
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に

か
か
る
厚
労
省
へ
の
要
望
・
意
見
」
に

つ
い
て
、
各
健
保
組
合
か
ら
の
要
望
内

容
等
を
説
明
し
、
委
員
会
に
て
検
討
し

た
。
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
要
望
事
項
は
、

正
副
会
長
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

近
総
協
の
要
望
事
項
と
し
て
全
総
協
へ

提
出
し
た
。

○
福
利
厚
生
委
員
会

　

令
和
４
年
５
月
30
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
薬
業
健
保
組
合
で
福
利
厚
生

委
員
会
を
開
催
し
、
15
組
合
16
名
が
出

席
し
た
。

　

青
島
会
長
の
挨
拶
後
、
木
匠
委
員
長

と
近
藤
副
委
員
長
が
令
和
３
年
度
事
業

結
果
と
決
算
を
報
告
し
了
承
さ
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
の
行
事
計
画
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
、
実
施
時

期
・
内
容
等
を
工
夫
し
、
職
員
研
修
等

を
計
画
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
理
事
・
監
事
会

　

令
和
４
年
６
月
７
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
理

事
・
監
事
会
を
開
催
し
、
理
事
監
事
20

名
が
出
席
し
た
。

　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
案
・
同
収
入
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Information
支
出
決
算
案
等
を
了
承
し
、
総
会
に
諮

る
こ
と
と
し
た
。

○
定
時
総
会

　

令
和
４
年
６
月
15
日
、
大
阪
市
北
区

の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
で
定
時
総
会

を
開
催
し
、
53
組
合
69
名
が
出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
近
畿
厚
生
局
の
山
本
道

寛
保
険
課
長
、
日
本
年
金
機
構
大
手
前

年
金
事
務
所
の
森
一
央
所
長
、
健
康
保

険
組
合
連
合
会
大
阪
連
合
会
の
川
隅
正

尋
専
務
理
事
、
全
国
総
合
健
康
保
険
組

合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
ら
を

お
迎
え
し
、
情
勢
報
告
を
兼
ね
た
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。

　

開
催
に
当
た
り
青
島
会
長
は
、「
医

療
費
の
動
向
に
お
い
て
、
健
保
組
合
１

人
当
た
り
の
医
療
費
の
伸
び
率
が
、
コ

ロ
ナ
前
の
令
和
元
年
度
の
伸
び
率
に
戻

っ
て
き
て
い
る
。
高
齢
者
医
療
制
度
の

負
担
構
造
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
懸
案
事
項
に
対
し
て
、
最
大
限
、

取
り
組
ん
で
ま
い
る
」
と
決
意
を
述
べ

挨
拶
と
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告

案
・
同
収
入
支
出
決
算
案
等
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
４
年
４
月
14
日
、
山
口
市
の
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
で
定
例
総
会
を
開

催
し
、
８
組
合
15
名
が
出
席
し
た
。

　

寺
田
会
長
挨
拶
の
後
、
令
和
３
年
度

事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

　

総
会
終
了
後
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
を

講
師
に
迎
え
、「
医
療
保
険
制
度
を
め

ぐ
る
動
向
等
に
つ
い
て
」
講
演
会
を
行

っ
た
。

中
国　
　
　
　
　
　
　

（
中
国
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

近総協・定時総会



― 22 ―



表紙のことば

南な
ん

蔵ぞ
う

院い
ん

の
釈
迦
涅
槃
像

（
福
岡
県
糟か
す

屋や

郡ぐ
ん

篠さ
さ

栗ぐ
り

町ま
ち

）

　

福
岡
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
の

糟
屋
郡
篠
栗
町
に
あ
る
南
蔵
院
は
、
篠
栗
四

国
霊
場
の
総
本
寺
で
、
高
野
山
真
言
宗
の
別

格
本
山
で
も
あ
り
ま
す
。
明
治
19
年
に
廃
仏

毀
釈
の
あ
お
り
を
受
け
、
県
令
に
よ
り
霊
場

廃
棄
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
職
や
地

元
の
人
々
の
嘆
願
の
結
果
、
明
治
32
年
９
月

に
高
野
山
よ
り
南
蔵
院
を
招
致
す
る
こ
と
で

霊
場
の
存
続
が
認
め
ら
れ
、
今
で
は
日
本
三

大
新
四
国
霊
場
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
五
色
の
光
」
を
握
っ
て
…

　

南
蔵
院
で
は
長
年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ネ

パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
医
薬
品
、
ミ
ル
ク
、

文
房
具
な
ど
を
贈
っ
て
お
り
、
そ
の
返
礼
と

し
て
昭
和
63
年
に
お
釈
迦
様
、
阿あ

難な
ん

様
、
目も

く

連れ
ん

様
の
仏ぶ

っ

舎し
ゃ

利り

（
遺
骨
）
の
贈
呈
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
仏
舎
利
を
安
置
す
る
場
所
と
し

て
、
全
長
41
ｍ
、
高
さ
11
ｍ
、
重
さ
約
３
０

０
ｔ
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
で
は
世
界
最
大
級
の
釈

迦
涅
槃
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
涅
槃
像
の
左
手
に
は
、
よ
く
見
る
と

五
色
の
布
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
て
、
お
参
り

す
る
場
所
に
そ
の
紐
が
両
端
か
ら
垂
れ
下
が

っ
て
い
ま
す
。
五
色
の
由
来
は
、
お
釈
迦
様

が
悟
り
を
開
い
た
と
き
に
「
五
色
の
光
」
が

現
れ
た
か
ら
と
の
こ
と
。
ご
参
拝
を
さ
れ
る

と
き
は
、
お
釈
迦
様
の
左
手
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
の
五
色
の
紐
を
握
っ
て
か
ら
が
お
ス
ス

メ
で
す
。

　

ま
た
、
巨
大
な
足
の
裏
も
参
拝
ポ
イ
ン
ト

で
、
そ
こ
に
は
お
釈
迦
様
の
足
裏
の
相
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
紋
様
に
は
意

味
が
あ
り
、
お
釈
迦
様
の
尊
い
教
え
と
慈
悲

の
心
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

　

こ
の
涅
槃
像
の
体
内
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
有
料
）。
体
内
で
は
、「
仏
舎
利
の
間
」

を
拝
観
で
き
る
ほ
か
、「
四
国
八
十
八
箇
所

の
お
砂
踏
み
」
が
で
き
ま
す
。
お
砂
踏
み
と

は
、
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
の
「
お
砂
」
を

そ
れ
ぞ
れ
集
め
、
そ
れ
を
踏
み
な
が
ら
お
参

り
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ご
利
益
は
、
実
際
に

遍
路
を
し
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
涅
槃
像
は
平
成
７
年
５

月
に
完
成
後
、
翌
月
に
は
南
蔵
院
の
住
職
が

購
入
し
た
宝
く
じ
な
ど
が
立
て
続
け
に
高
額

当
選
し
、
涅
槃
像
の
ご
利
益
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
福
岡
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ

ご
参
拝
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
お

ス
ス
メ
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

ドローンによる空撮

釈迦涅槃像の足の裏
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